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国産初期の代表的な8ビット・パーソナル・コンピュータである。CPUに
Z80、角型スイッチをマトリクス状に配列したキーボード、セミグラ
フィック表示が可能な10型CRTディスプレイ、データ記録用のテープレ
コーダを一体の構造としたオールインワン設計のセミキットで提供され
た。基本ソフトであるBASICインタプリタをROMに搭載せず、カセット
テープからRAMに記憶させる「クリーンコンピュータ」方式を採用し、
サードパーティーのOSや言語も利用可能としていた。高い開発の自由度
や手頃な価格（198,000円）からソフトウェアが多数提供され、その後の
パソコンの発展につながった。

二－イ　（国民生活の発展、新たな生活様式の創出に顕著な役割を果た
したもの）


